
（別紙３）

〜 2026年 2⽉ 14⽇

（対象者数） 30 （回答者数） 14

〜 2026年 2⽉ 20⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

体験活動や日常生活の中での学びを大切にし、子ども

たちが社会性や自立につながる経験を積めるよう支援

している点が強みとなっています。

2

子どもが成功体験を積み重ねられるよう、無理のない

目標設定を行いながら活動内容を工夫しています。

3

体験活動を取り入れながら、子どもが様々な経験を通

して成長できる機会を増やしていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

活動内容の共有や支援方法の標準化を進めるととも

に、定期的なミーティングや研修を通して支援の質の

均一化を図る

2

ICTツールを活用しながら支援内容の共有を充実させる
とともに、保護者との面談や連絡の機会を増やしてい

く

3

専門分野に強い職員の採用や研修の充実を図り、様々

な視点から子ども一人ひとりに合った支援ができる体

制を整えていく

○事業所名 LICGROW 緑が丘⻄教室

○保護者評価実施期間 2026年 1⽉ 27⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年 2⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 3⽉ 31⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

子ども一人ひとりの特性や発達段階に応じた支援を大

切にし、少人数活動やグループ活動を組み合わせなが

ら、安心して過ごせる環境づくりを行っています。今

後も個別性を重視した支援の充実を図っていきます。

子どもの特性や状況に応じて、活動スペースの使い分

けや少人数での活動を取り入れ、落ち着いて過ごせる

環境づくりを意識しています。

活動内容や療育内容について、日によってばらつきが

生じることがある

保護者への情報共有が十分でないと感じられる場合が

ある

職員の専門性（言語・作業療法等）のさらなる充実が

求められる

日々の支援記録や送迎対応など業務が多く、保護者へ

の説明や共有の時間が十分に確保できない場合がある

現在は児童指導員・保育士を中心とした体制であり、

専門職の配置が十分とは言えないため

様々な経験を持つ職員が在籍しており、それぞれの知

識や経験を活かした多角的な視点で支援を行っている

ことが強みとなっています。

職員間で日々の支援内容や子どもの様子を共有し、よ

り良い関わり方について話し合いながら支援方法の改

善に取り組んでいます。

体験活動や日常生活の中での学びを大切にし、子ども

たちが社会性や自立につながる経験を積めるよう支援

しています。今後も多様な活動を取り入れながら、子

どもたちの成長を支える支援を強化していきます。

職員の専門性向上を目的とした研修や情報共有を進

め、支援に関する知識や技術の向上を図っていきま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

職員の経験や得意分野が異なるため、活動の企画や支

援方法が個人に依存する部分がある

事業所における⾃⼰評価総括表公表


